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薬品物理化学（天然物化学）研究室からのメッセージ 
教授 福山愛保 

 

 学部の講義・実習は物理化学を担当していますので，研究室名は薬品物理化学ですが，本当の専門

分野は生物有機化学です。事実，大学院は天然物化学研究室となっています。それでは，我々の研究

理念，研究内容と教育方針を簡単に述べ，皆さんへのメッセージとします。 

 天然物化学は物質面から生物現象を解明する典型的な化学と生物からなる複合領域です。薬学は化

学と生物の基礎を十分に学べますから，天然物化学は薬学の得意分野の一つです。我々は有機合成化

学をバックグランドに，神経細胞や神経幹細胞等の細胞培養を用いて，神経幹細胞から神経細胞に分

化誘導を促し神経細胞の成長・生存の維持と神経細胞死を阻止できる神経細胞の一生に作用する薬物

を植物及び微生物から探索しています。すでに数種の活性成分を発見し，それらの化学合成と作用機

構の解明に向けて有機化学と分子生物学の両面から研究が展開しています。目指すは神経変性疾患で

あるアルツハイマー病の進行を止める薬物開発です。そして，学問として生物有機化学に貢献できる

研究成果を世界に発信し続けています。 

 基礎研究を通して学生達に真の教育ができると信じています。何かに興味を持ち，知的刺激を受け，

自分で探求し，実験を試み，資料を調べ，自分なりの発見をして，そして結論を出す。これが学問の

魅力です。基礎研究に没頭した者はこの魅力が分かります。 

 キーワードは自分自身の名前です。「愛」です。人間への愛，仕事への愛，そして希望です。夢の

実現に向かって学生達と一緒に日々努力しています。 

 

 

〒770−8514 

 徳島市山城町西浜傍示 180  

 徳島文理大学薬学部 21 号館 5 階 薬品物理化学教室 

 TEL: 088-602-8435（福山教授室），088-602-8436（研究室） 

 HP: http://p.bunri-u.ac.jp/lab02/fukuyama/index.htm 
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メンバー（2019 年度） 

 教授：福山愛保         fukuyama@ph.bunri-u.ac.jp 

 准教授：久保（堂上）美和      miwa-k@ph.bunri-u.ac.jp 

 講師：原田研一               kenichi@ph.bunri-u.ac.jp 

 

 大学院生 2 名（留学生） 

 学部 6 年生 11 名，5 年生 6 名，4 年生 6 名，3 年生 1 名 
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研究室活動を通した教育と到達目標 

 薬品物理化学教室では，研究マインドを持った薬剤師，問題解決能力を備えた薬剤師，様々

な薬学分野で活躍できる人材を育成するために，研究室活動を通して教育しています。 

１） 課題研究 

一人一人が違う研究テーマに取り組みます。卒論研究は単なる研究の真似事ではなく，

最先端の研究成果を世界に発信し，世の中に貢献できるような研究の一端を担ってい

ます。したがって，得られた研究成果を学会発表や国際雑誌に論文を報告するこ

とが最大の目標になります。チャレンジングな課題に取り組むことにより，問題解

決能力を養うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本薬学会中国四国支部学術大会での口頭発表 

 

２） 福山塾（TBL 方式による CBT および国試勉強会 

全員合格することを目標に，すき間時間を利用して，1.5~2 時間ほどチーム基盤型

学習（Team-Based Learning）を行っています。1 人では容易に解決できない課題を互

いに教え合い議論することで，チームで解決しながら知識や考え方を学び，基礎薬

学知識を習得することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

        講義の復習の様子         勉強会の様子 

 

 



３） セミナー 

学術雑誌に報告されている有機化学の論文紹介を行います。最先端の研究に触れな

がら，英語力向上，質疑応答の訓練，情報収集力とプレゼンテーション能力

を養うことができます。 

           

 

４） イベント 

研究だけではなく，研究室メンバーで遊ぶことも交流を深めるためにも大切な活動で

す。バーベキュー，花見，忘年会，夏期旅行など様々なイベントを行っています。し

かし，無計画で団体行動するわけにはいきません。周到な計画が必要になります。各

種イベントは，学生が主体となって計画実行します。積極的に提案，企画し，責任を

持ってイベントを盛り上げることが，主体性を高めることに繋がります。 

 

勉学と研究の両立をサポートする体制を整えています。 



学生の活躍 

 

学会賞・その他 

 2019 年日本薬学会第 139 年会 学生優秀発表賞受賞 川田美都紀（ポスター発表） 

 2018 年日本薬学会中四国支部学生奨励賞受賞 大西菜月 

 2018 年日本薬学会中四国支部学生奨励賞受賞 川田美都紀 

 2013 日本薬学会第 133 年会 学生優秀発表賞受賞 座波克圭（口頭発表） 

 2012 日本薬学会第 132 年会 学生優秀発表賞受賞 石野陽一（口頭発表） 

 2012 年日本薬学会中四国支部学生奨励賞受賞 牧野宏章 

 2011 年日本薬学会中四国支部学生奨励賞受賞 堀内宏樹 

 2010 年日本薬学会中四国支部学生奨励賞受賞 西山昌吾 

 2008 年日本薬学会中四国支部学生奨励賞受賞 松下公人 

 2007 年第 51 回香料・テルペンおよび精油化学に関する討論会 

            ベストプレンゼンテーション賞受賞 島尚喜 

 H27 年度優秀卒業論文・研究賞 座波克圭 

  H25 年度優秀卒業論文・研究賞 今井顕子 

 H23 年度優秀卒業論文・研究賞 牧野宏章 

 

日本学生支援機構（旧日本育英会）奨学金（注１） 

  全額免除対象者：2 名 

  半額免除対象者：3 名 

  返還猶予対象者：2 名 

 

大塚芳満記念財団助成金対象者 

  H28 年度 武田真弥 

  H22 年度 堀内宏樹 

  H21 年度 森岳大 

  H20 年度 宇都和遥 

 
徳島新聞生命科学分野支援金受賞 

  H28 年度 武田真弥 

  H26 年度 牧野宏章 
  



研究ガイド 

１．はじめに 

 卒論研究は単なる研究の真似事ではなく，最先端の研究成果を世界に発信し，世の中に貢

献できるような研究の一端を担っています。したがって，卒論研究の成果は国際雑誌へ論文

発表し，「Chemical Abstracts に名前を残す」ことを最大の目標として掲げています。私達は，

「元氣・勇氣・陽氣」をモットーに日々研究に励んでいます。実験の好きな人，元気のある

人，向上心を忘れない人は大歓迎です。 

 

 

２．研究テーマ 

(1) 天然物メタボロミクスを活用した生理活性天然物の探索研究 

 有用な植物から活性成分を明らかにする場合，複数の精製方法を組合せ，活性を指標にし

て活性成分を単離し，構造決定する戦略が従来の一般的な戦略です。この手法は，確実に構

造を決定出来るという長所はあるものの，膨大な時間と労力が必要です。様々な化合物の混

合物である天然物から独自のリード化合物の探索する際に大きな労力を費やしているのが既

知物質の同定過程である。苦労して単離した化合物がごくありふれた物質であったという話

はよくあることである。効率良く新規骨格、構造を有するリード化合物を見つけ出すために

生まれたのが天然物メタボロミクスです。天然物メタボロミクスは，メタボロミクスと天然

物化学分野が統合した新しい研究領域で，近年急速に発展しています。主に，質量分析法を

用いて，植物抽出物中に含まれる化合物群を網羅的に分析・解析し，わざわざ単離すること

なく混合物中に含まれる化合物を同定することができる技術です。天然物メタボロミクスを

駆使して，高効率に有用物質を開発する次世代型・ハイスループット型天然物化学研究への

発展を目指して，研究に取り組んでいます。 

(2) 天然物由来の神経栄養因子様活性化合物の探索研究 

 神経栄養因子は脳神経系において，神経細胞の発育や生存維持，傷害神経細胞の修復とい

った一連の作用を担っています。アルツハイマー病に代表される神経変性疾患に対して，神

経変性を修復するのに十分な量の神経栄養因子を補充すれば，神経変性疾患は治療できると

考えられます。しかし，神経栄養因子は高分子タンパク質であるため，血液—脳関門を通過す

ることができず，末梢で容易に代謝を受けることから臨床応用には適していません。そこで，

神経栄養因子と同じような働きをする低分子化合物があれば，神経変性疾患の画期的な治療

薬として展開できると考えられます。神経栄養因子と同じような働きをする物質を“神経栄

養因子様活性物質”といいます。このような考えのもと，私達の研究室では，天然物由来の

神経栄養因子様活性物質の探索研究を行っており，これまでに，約 20 種類以上の活性物質を

見出し，この分野におけるパイオニア的存在であるといえます。中には，構造と活性のユニ

ークさから，世界中の合成化学者の注目を集めている化合物も見つけています。 



（3）Pd 触媒及び有機分子触媒反応を活用した神経栄養因子様活性化合物の合成研究 

 天然物由来の神経栄養因子様活性化合物は，植物中に含まれている量に限りがあり，活性

試験などの薬理学的研究を行うには試料を十分に供給できないことも多い。私達の研究室で

は自然界から見いだした神経栄養因子様物質を合成化学的手法により，単段階且つ高収率で

化学合成することで活性試験への試料の供給を行っています。我々は，いかに効率よく，い

かにユニークな合成戦略であるかということを念頭に合成研究を行っています。遷移金属パ

ラジウム (Pd) 触媒反応を合成の適所に活用することで合成の効率化を図り，また，有機分

子触媒を用いることで不斉合成にも挑戦しています。さらに天然物合成だけでなく，天然物

の化学構造を部分的に変換することで，分子構造と神経栄養因子様活性との関係を明らかに

するとともに天然物よりもはるかに強力な活性物質の創製を行っている。 

 社会に貢献できる薬の開発を最終目標として，日々研究に打ち込み，有機化学の面白さと

奥深さに触れることで専門知識と技術を習得し，研究室の仲間と生活をともにすることで人

間として成長していくことは貴重な経験であり，一生の宝です。 

 

主な研究テーマ 

 

 

�����*������-��*	�012��%)3
�$/������-��3����-��3���!

,+��0�
%'� -��0�()#.&"

神経栄養因子様活性天然物
の探索研究（アルツハイ
マー病治療薬）

抗マラリア活性を有する天
然物の探索研究 （マラリ
ア治療薬）

抗口腔内病原菌活性を有す
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 質量分析により得られたマススペクトルデータから，様々なソフトウェアを用いて解析す

ると，分子式を予測することができます。得られた分子式とマスフラグメントパターンをデ

ータベースや in-silico フラグメントと照合，解析し，化学構造を推定します。また，類似フ

ラグメントをグループ化し，サンプル中に含まれる化合物群を可視化できるモレキュラーネ

ットワーキングを作成し，植物成分の網羅的解析を行います。特に MS/MS データを利用した

モレキュラーネットワーキングは，試料中の各 MS/MS スペクトルを node，node 間の質量差 

(ΔMZ) などの情報を edge として表し，MS/MS スペクトルの類似性に基づき各 node を cluster

としてグループ化させ，試料中の類似構造化合物群をネットワークとして可視化することが

できる画期的手法です。モレキュラーネットワークは，MS/MS データを GNPS という天然物

化学コミュニティサイトへアップロードするだけで，誰でも簡単に作成できます。各 node の

化学構造は，実測 MS/MS データベースから検出され，node に情報として付加される。さら

に，様々な情報を node に組み込むことができ，例えば生理活性情報を組み込めば，試料中の

活性物質が可視化され，標的分子が一目瞭然となります。 
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図 モレキュラーネットワーキングの流れ 

 

 多数の植物ライブラリーのモレキュラーネットワークと植物情報および生理活性情報をマ

ッピングし，研究材料の優先順位付け，目的化合物を明確化し，高効率的に目的物を単離す

る。 
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様々な情報をネットワークに組み込んで，ターゲットを明確にし，
高効率的に目的物の単離を行う。

ハイスループット・次世代型天然物化学研究



これまでの研究成果 

１．天然物由来神経栄養因子様活性化合物の探索 
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２．化合物の活性評価と作用機序の解明 

（１）培養細胞を用いた活性評価 

 

PC12 細胞に対する分化誘導活性作用 

 
 

ラット胎児大脳皮質由来初代培養神経細胞に対する神経突起伸展促進活

性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神経幹細胞 (MEB5) に対する神経細胞新生促進活性 
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（２）実験動物を用いた活性評価 

BANGLE 活性成分フェニルブテノイドダイマーの OBX マウスに対する神経

新生促進活性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  薬理学教室との共同研究 

 

 

タラウミジンによる視神経再生作用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   金沢大学医学部との共同研究 

  

OBX OBX
1 (p.o.)



３. 天然物メタボロミクス研究 

 

モレキュラーネットワーキングを使ったジャワショウガ(BANGLE)とショ

ウガの成分比較 
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４．Pd 触媒反応を活用した神経栄養因子様物質の合成研究 

（１）Stille-Heck 反応によるメリラクトン A の B 環合成 

 
 

（２）Tsuji-Trost 反応を応用したジアジフェニン骨格の合成 

 

 

（３）Suzuki-Miyaura 反応を用いたホーノキオールの３ステップ合成 

 

 

（６）Pd 触媒反応を活用した大環状ビスビベンジル類の合成 
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５．有機触媒を活用した天然物合成研究 

不斉アルドール反応を活用した(-)-チェノポデンの形式合成 

６．活性物質の誘導化と新規神経栄養因子様物質の創製 

タラウミジンを基盤とした新規神経栄養因子様物質の創製 

（１）タラウミジンの不斉全合成 

 

（２）タラウミジンの立体異性体の網羅的合成と活性評価 

 

（３）大量合成可能な神経栄養因子様物質 rac-1e の創製 

 
（４）AD モデルマウスに対する認知機能 

改善活性 

 

タラウミジン誘導体が

空間認識能を改善する

ことが明らかに！ 
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